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備前市病院事業改革プラン　平成30年度評価表 ※評価凡例　　Ａ：前進、Ｂ：順調、Ｃ：概ね順調、Ｄ：停滞、Ｅ：後退
※自己評価の基準は、概ね計画前年度からの伸び率とした。(当年度－H27年度）÷H27年度×100(%)

Ⅳ　経営効率化計画と具体的取組 　　Ａ：10%以上増、Ｂ：5%以上10%未満増、Ｃ：5%未満増減、Ｄ：5%以上10%未満減、Ｅ：10%以上減
２　課題解決のための具体的取組項目 評価表 ※各取り組み内の数値は、矢印の前後で、「H27→H28→H29→H30数値」となっている。

備前病院 自己
評価 日生病院 自己

評価 吉永病院 自己
評価

ア　経営状態の問題
(1)職員の意識改革

①院内会議等を通じて、職員に経
営状況の周知を図り、年度ごとの
経営計画を策定のうえ、経営につ
いて職員の意識統一を図ります。

28年度

毎月の運営管理会議で経営状
況を職員に周知した。
また医療機器の更新等について
も、職員の協力により、必要最低
限の実施が共通認識となってい
る。
職員1人1日当たり診療収益
29,489円→28,505円→27,034円
→25,743円　12.7%減
診療収益/(職員数×診療日数)
27 1,248,749,707円/42,346.6人
28 1,156,971,762円/40,588.0人
29 1,103,184,738円/40,807.0人
30 1,072,102,206円/41,646.5人

E

毎月管理職会議で経営状況を
職員に周知した。
また医療機器の更新等について
も、職員の協力により、必要最低
限の実施が共通認識となってい
る。
職員1人1日当たり診療収益
37,265円→35,718円→30,338円
→33,977円　8.8%減
診療収益/(職員数×診療日数)
27 1,144,291,870円/30,707.4人
28 1,101,604,823円/30,842.5人
29   980,007,158円/32,302.5人
30 1,024,372,298円/30,149.0人

D

毎月の院内会議において経営状
況の経過報告、年２回開催の全
体院内会議では多くの職員に経
営状況を周知した。また、報・連・
相を密にする。患者さんに優しく
接するなど、経営に結びつく項目
について、意識統一を図った。
職員1人1日当たり診療収益
40,086円→40,259円→40,642円
→37,571円　6.3%減
診療収益/（職員数×診療日数）
27　1,803,117,523円/44,981.4人
28　1,747,163,285円/43,398.5人
29　1,746,018,035円/42,960.5人
30　1,681,277,346円/44,749.0人

D

②市民の視点、患者の視点に立
ち、接遇研修を継続的に実施して
職員のサービス意識の高揚を図り
ます。

28年度

接遇研修の実施による職員
の意識啓発に取り組んだ。
接遇研修参加率44.3%→45.8%
→49.3%→35.4%　20.1%減

E

接遇研修の実施による職員
の意識啓発に取り組んだ。
接遇研修参加率56.7%→68.9%
→65.6%→55.3%　2.5%減

C

H29より欠席者にレポートの提出
を求め、欠席者に対してもサー
ビス意識の高揚を図っている。
結果、参加率も向上した。
接遇研修参加率32.1%→34.5%
→58.1％→59.0％　83.8%増

A

③患者満足度調査を継続的に実施
し、サービスの向上に努めます。

28～29年度

アンケート等を基に、次の項目を
実施した。
・敷地内禁煙、禁煙外来の開始
・午後の受付時間の30分延長
・窓口のクレジット支払いの開始
・老朽化していた自動血圧計を
更新

B

院内に一言ボックスを設置し
患者さんからの意見を参考に
改善に努めた。
窓口のクレジット支払いを開
始した。

C

院内にご意見箱を設置し患者
さんからの意見を参考に改善
に努めた。また、H29より窓口
のクレジット支払いを開始して
いる。

C

取　組　項　目
取組開始
時　　期

各病院での取組実績及び自己評価（平成30年度）
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備前病院 自己
評価 日生病院 自己

評価 吉永病院 自己
評価

取　組　項　目
取組開始
時　　期

各病院での取組実績及び自己評価（平成30年度）

④介護、福祉、行政など、多職種
との積極的な交流、情報共有を図
り、ＱＯＬ向上の視点に立った
サービスの提供に努めます。

28年度 C

(2)経費節減・抑制対策

①手術の麻酔、常勤医師のいない
科の診療等、市立３病院間の医師
相互派遣により人件費の節減を図
ります。

28～30年度 E

②市の地球温暖化対策とも連携さ
せながら、照明、空調等の改修に
より、省エネ対策を徹底します。

29～32年度

デマンド管理機器により、使
用電力量の管理を実施すると
ともに、新電力会社との契約
準備を行った。

B

デマンド管理機器により、使
用電力量の管理を実施すると
ともに、新電力会社との契約
に向けて、業者数社から情報
収集を行った。

C

デマンド管理機器により、使
用電力量の管理を実施すると
ともに、新電力会社との契約
に向けて、業者数社から情報
収集を行った。

C

③市立３病院で材料費や各種経費
の共同発注、共同仕入れ、複数年
契約等を行い節減します。

28年度 C

④業務委託内容を見直しします。 29～30年度

医事業務を職員派遣に変更
することで担当させられる事
務の幅を広げ、必要人員を削
減すると共に委託費用も約
14.8%減少した。
当該委託料実績
28　40,080,000円
29　33,626,579円
30　34,145,698円

C － － － －

⑤職員による軽微修繕、自前印刷
に努めます。

28年度 C

備前病院から日生病院に循環器内科専門医を週1回半日派遣（H29年12月まで）。吉永病院から日生病
院に手術の麻酔へ常勤医師を派遣（H28は10回、H29は7回、H30は4回）。

職員による軽微修繕等を既に実施しており、今後も継続して取り組みます。

事業全体での委託、賃借の契約一本化や複数年契約を既に実施しており、今後も継続して取り組む。
３病院の薬品購入価格、購入先を統一するため、準備を行った。

市の介護福祉連携課とも連携しながら多職種での協議実施。
多職種ミーティング、備前市在宅医療・介護連携推進協議会、医師会医療連携懇親会等各種地域連携
研修等に参加（管理者ほか）。
吉永病院主催の地域連携研修を年3回開催。
備前病院主催で年2回開催していた医療・介護・福祉の連携、情報交換会を、平成28年度から備前病院と
さつき苑合同での主催とし、更に平成30年度からは「備前市病院事業・医療・介護・福祉のわ」とし、病院
事業として、地域の多職種との連携強化に努めている。
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備前病院 自己
評価 日生病院 自己

評価 吉永病院 自己
評価

取　組　項　目
取組開始
時　　期

各病院での取組実績及び自己評価（平成30年度）

⑥薬剤、診療材料、給食材料等に
ついて、それぞれに携わる各専門
職がコスト意識をもって費用節減
に取り組みます。

28年度

薬剤師、臨床工学技士、管理
栄養士等がそれぞれ取組ん
だ。
材料費比率15.3%→13.8%→
13.9%→13.1%　14.4%減。
材料費実績
27 208,896,574円
28 174,781,578円
29 168,511,664円
30 150,802,197円

A

薬剤師、管理栄養士等がそ
れぞれ取組んだ。
材料費比率29.9%→30.1%→
29.4%→28.6%　4.3%減。
材料費実績
27 367,911,255円
28 357,352,895円
29 312,801,414円
30 311,483,894円

C

薬剤師、臨床工学技士、管理
栄養士等がそれぞれ取組ん
だ。
材料費比率31.6%→31.5%→
31.0　→30.6%　3.2%減。
27　596,197,266円
28　579,683,474円
29　569,590,438円
30　533,349,215円

C

⑦薬剤・診療材料等について、価
格交渉の知識を有する専門職員を
配置し直接価格交渉を行い節減し
ます。（吉永病院）

28年度

H30年4月より専門職員を導
入し業者との直接価格交渉を
実施することで、実施前と比
べて値引率等も向上し効果が
あった。

B

H29年5月より専門職員を配
置し業者との直接価格交渉を
実施することで、実施前と比
べて値引率等も向上し効果が
あった。

B

H28年8月より専門職員を配
置し業者との直接価格交渉を
実施することで、実施前と比
べて値引率等も向上し効果が
あがっている。

B

(3)収入増加・確保対策

①病病連携、病診連携を推進し、
紹介率及び逆紹介率のアップを図
ります。

28年度

紹介率23.9%→27.4%→9.5%→
11.6%　51.5%減
逆紹介率19.6%→18.9%→
17.3%→20.8%　　6.1%増

E

紹介率17.9%→16.9%→12.9%
→14.9%　16.8%減
逆紹介率28.0%→ 20.7%→
15.1%→14.5%　48.2%減

E

紹介率6.5%→6.7%→7.5％ →
8.0%　23.1%増
逆紹介率11.4%→13.8%→
12.9％→12.5%　9.6%増

B

②新患獲得に向け、健診・人間
ドックの受診者の増加を図りま
す。

28年度
受診件数1,575件→1,645件→
1,496件→1,405件　10.8%減

E
受診件数919件→1,066件→
1,093件→1,089件　18.5%増

A
受診件数　1205件→1,189件
→1,381件→1,461件　21.2%増

A

③一部負担金等未収金の収納強化
を図ります。

28年度
過年度分収納率
96.8%→99.1%→98.9%→98.6%
1.9%増

C
過年度分収納率
95.8%→97.1%→98.6%→98.8%
3.1%増

C
過年度分収納率
98.7%→97.8%→98.0%→97.3%
1.4%減

C

④透析病床15床を18～20床に増床
します。（備前病院）

30～32年度 H29年8月より16床に増加。 C － － － －

⑤療養病床、地域包括ケア病床の
特徴を生かした利用を促進し、収
入増加に繋げます。（備前病院）

28～29年度
病床利用率　69.1%→70.2%→
69.4%→66.6%　3.6%減

C － － － －

⑥地域包括ケア病床を新設しま
す。（吉永病院）

29～30年度 － － － －
H30年3月より地域包括ケア
病床8床を機能分化した。

B

⑦心臓リハビリテーションの新設
を検討します。（吉永病院）

29年度 － － － －
心臓リハビリテーションを平成
31年度に新設することで決定

B
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備前病院 自己
評価 日生病院 自己

評価 吉永病院 自己
評価

取　組　項　目
取組開始
時　　期

各病院での取組実績及び自己評価（平成30年度）

イ　人材確保の問題

(1)医師確保対策

①大学医局、基幹病院への派遣協
力要請を強化し、確保します。

28年度

医療法に規定する医師標準
数と実績
H28標8.41人、実8.52人
H29標6.34人、実7.92人
H30標6.34人、実8.5人

C

医療法に規定する医師標準
数と実績
H28標7.26人、実6.18人
H29標7.12人、実6.92人
H30標6.09人、実6.65人

C

医療法に規定する医師標準
数と実績
H28標9.91人、実10.13人
H29標9.54人、実9.95人
H30標9.45人、実10.41人

C

②退職医師等の情報を収集し、確
保します。

28年度
医師新規採用数H28は0人、
H29は1人、H30は1人

C
医師新規採用数　H28、H29と
もに0人

D
医師新規採用数　H29、H30と
もに0人

D

③勤務形態や給与、学会や研修へ
の参加機会の増加等の勤務条件の
改善について検討します。

29～31年度

・給与規程を改正し、医師手
当の支給幅を増加した。
・非常勤医師に当直を依頼
し、医師の負担を軽減した。
・産業医資格取得講習会へ
医師を参加させた。

C

給与規程を改正し、医師手当
の支給幅を増加した。非常勤
医師に当直を依頼し、医師の
負担を軽減した。

C

・勤務計画上、連続当直を行
わない勤務体制の実施
・予定手術前日の当直や夜
勤に対する配慮
・他職種との業務分担
・医師事務作業補助者の配
置

C

④研修医の地域医療研修や、医学
生の地域医療実習を積極的に受け
入れ、地域医療の魅力発信に努め
ます。

28年度

受入数
研修医　5名→9名→3名
医学生　4名→3名→3名
30年度から、保健学科（放射
線技師）の実習も受入れ（6
名）

C
受入数
研修医　5名→5名→5名
医学生　0名→0名→0名

B
受入数
研修医　0名→0名→0名
医学生　3名→5名→4名

C

⑤ホームページの充実に努めて病
院の魅力を発信します。

29年度

ホームページの内容について
は、毎月の健康教室の案内
をはじめ、その時々の更新を
行い、最新情報の掲載に努
めた。

C

ホームページの構成はあまり
変えることはできなかったが、
内容について、その時々の更
新を行った。

C

ホームページの内容について
は、その時々の更新を行い、
最新情報の掲載に努めた。
採用情報等について、備前市
のホームページ上にリンクを
増やすなどして工夫した。

C

⑥市立３病院間で医師派遣を実施
し、各病院で不足する部分を相互
にフォローアップします。

28年度 E

(2)看護師等確保対策

①ナースセンターへの登録や看護
就職フェアへの参加など、あらゆ
る求人機会を活用します。

28年度 C

備前病院から日生病院に循環器内科専門医を週1回半日派遣（H29年12月まで）。吉永病院から日生病
院に手術の麻酔へ常勤医師を派遣（H28は10回、H29は7回、H30は4回）。

ナースセンターへの登録、看護就職ブックへの掲載、修学資金貸与(H29貸与者5名、H30は応募なし)等を
実施しており、採用試験への応募も比較的安定しており、計画的に採用、欠員の補充ができた。
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備前病院 自己
評価 日生病院 自己

評価 吉永病院 自己
評価

取　組　項　目
取組開始
時　　期

各病院での取組実績及び自己評価（平成30年度）

②勤務形態や給与等の勤務条件を
改善し、離職防止に努めます。

29～31年度

H28から療養病棟については
2交代制を導入し、休日を取り
やすくした。
部分育児休業制度を活用す
ることで、育児休業復帰後
の、勤務支援も実施してい
る。

C － － － －

(3)薬剤師確保対策
①修学資金貸与制度を導入しま
す。

29年度 C

②薬学部を持つ大学への紹介依頼
や、県薬剤師会への求人登録や
ホームページの求人情報の充実
等、あらゆる求人機会を活用しま
す。

28年度 B

③勤務形態や給与等の勤務条件を
改善し、離職防止に努めます。

29～31年度 D

(4)民間活力の活用
①各職種とも、確保困難な状況下
においては、人材紹介業者等の民
間活力も視野に入れながら人材確
保につなげます。(総合計画より)

28～31年度 C

ウ 人口減少の問題、エ 患者受療
状況の問題

(1)医療体制の充実

①市立病院間で連携し、休日・平
日夜間についても受け入れ可能な
救急体制の充実を図ります。（総
合計画より）

29～30年度
救急受入率61.7%→59.1%→
60.0%、2.8%減。

C
救急受入率79.7%→77.9%→
80.1%、0.5%増。

C

引続き24時間365日受入できる
よう、当直医師を確保した。（H30
時間外受入患者数は年4,006
人）
また、満床時に患者の転送等連
絡し連携を図った。
救急車応需率75.7%→79.7%→
85.8%、13.3%増。

C

職員募集に対しては、十分と言えないものの毎回応募があり、必要最低限の確保はできたため、人材紹
介業者の使用には至らなかった。また、看護協会をはじめ、各職種団体のホームページ等に求人情報を
登録し、施設見学の問い合わせも増えている。
ハローワーク以外にも民間求人誌への情報掲載により、広く募集に努めた。

H29年10月に実施した新卒者の募集に対して、2名の応募があり、H30年4月から1名採用した。

薬剤師の学生にも修学資金の貸与ができるように条例を改正した。(H29貸与者1名、H30は募集なし)

H28年度に給与規程を改正し、薬剤師を対象として初任給調整手当を支給できるようにした。
しかし、未だ獲得競争は激しく、短期的な募集では十分な反応を得られていない。
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6

備前病院 自己
評価 日生病院 自己

評価 吉永病院 自己
評価

取　組　項　目
取組開始
時　　期

各病院での取組実績及び自己評価（平成30年度）

②診察枠を増やし、患者受入の体
制を整えます。（備前病院）

29～30年度
29年度から呼吸器内科の医
師派遣を受け、週1回の診療
枠を継続している。

C － － － －

(2)地域連携の推進

①地域包括ケアの中核として、患
者の病態に応じて病病連携・病診
連携を進め、地域医療体制の充実
を図ります。（総合計画より）

29年度

引き続き病院幹部による民間
診療所訪問の実施等、連携
強化に努めており、診療所か
らの放射線検査等の依頼が
増加した。

C
職員で民間の病院等を訪問
して、これまで以上に連携強
化が図れるよう努めた。

C － －

②かかりつけ医を持つことの啓発
を行うほか、各種医療相談への適
切な対応、介護福祉施設等との連
携強化に努め、外来から退院後ま
での包括的なケアを充実させま
す。（総合計画より）

29～30年度

相談員による相談の充実に
努めた。退院支援等、地域連
携室の強化を図るため、人材
育成の為に必要な研修を受
講させた。
退院支援の看護師を配置し、
入院から退院後までの連携を
強化した。

C

相談員による相談の充実に
努めた。退院支援等、地域連
携室の強化を図るため、人材
育成の為に必要な研修を受
講させた。

C

相談員による相談の充実に努め
た。近隣の居宅介護支援事業所
（ケアマネージャー）と入院や退
院時にしっかり情報支援できて
いる。また、介護施設との連携も
取れている。

C

③各種健診や、健康教室等を通じ
て疾病の早期発見・予防に努め、
信頼される医療、看護の提供を行
います。また、退院後も安心、安
全な生活が送れるよう、医療・介
護・福祉が多職種で連携を行い、
スムーズな退院調整を行っていき
ます。

28年度

健診件数は減少したが、毎月
の健康教室、年4回の糖尿病
教室、リハビリテーション科主
催のウオーキング大会等を実
施し、健康増進に努めた。
カンファレンスを通じて、病床
管理を、地域連携室の相談
員による退院支援も実施し
た。

C

健診件数は多少減となった
が、2ヶ月毎に実施している糖
尿病教室の開催等も通じて、
健康増進に貢献できた。
今後は地域連携室の充実を
図ることで退院支援への対応
を行っていきたい。

C

・健診はH29年度から人間ドッ
ク等の受入可能人数枠を拡
大し、受診者も徐々に増えて
きている。
・健康教室は年3回定期的に
実施した。DM、低栄養、感染
予防の内容で行い62名が参
加した。
・退院支援については、患者・
家族と密に連絡を取りながら
スムーズな対応ができた。

B
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7

備前病院 自己
評価 日生病院 自己

評価 吉永病院 自己
評価

取　組　項　目
取組開始
時　　期

各病院での取組実績及び自己評価（平成30年度）

④晴れやかネット・ケアキャビ
ネット等のＩＣＴも活用しなが
ら、地域内の医療・介護等におけ
る多職種との連携を密にします。

29～30年度

晴れやかネット利用数
　年度　当院公開　他院開示
　28　　　 4　　　　 　1
　29　　　 7　　　　 　3
　30　　　12　　　　 　5
　(31)　　 1　　　　　 1

C － －

H30年度は訪問診療等でケア
キャビネットを30件程度活用
したが、全体の1割程度の利
用にとどまった。施設間での
やり取り等、電話で済ませる
ケースが多く、患者情報等も
電子カルテの情報が中心に
なることが多い。ＩＣＴの活用
について連携の必要な全て
の施設が利用することで、ケ
アキャビネット等の効果が発
揮できると思うので、課題も多
い。

D

(3)その他

①アンケート等を通して住民の
ニーズを聴き取り、医療体制の充
実を目指すとともに、行政機関の
関係部署と協力し、暮らしやすい
まち造りの一端を担う役割を果た
します。

28～29年度

H29実施の市民意識調査の
結果、備前地域での「病院」
の重要度は4.27で、39ある施
策のうち第5位となっている
が、満足度では2.86で同31位
となっており、市民の期待に
応える努力が必要である。

D

H29実施の市民意識調査の
結果、日生地域での「病院」
の重要度は4.28で、39ある施
策のうち第3位となっている
が、満足度では2.98で同26位
となっており、市民の期待に
応える努力が必要である。

D

H29実施の市民意識調査の
結果、吉永地域での「病院」
の重要度は4.26で、39ある施
策のうち第3位、満足度は3.46
で同4位となり、重要度、満足
度ともに高いので、今のサー
ビスを低下することなく継続し
ていきたい。

B

②病院フェアを開催し、地域住民
との交流を深めます。（備前病
院）

28年度
来場者H27約160人→H28約
180名→H29約150名→H30年
度は未実施

E － － － －
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３　各種数値目標　評価表 

※全国指標は、平成29年度地方公営企業年鑑による、50床以上100床未満の黒字病院を使用した。

(1)財務に係る数値目標 （単位：％）

31年度 32年度

計画 実績 達成 計画 実績 達成 計画 実績 達成 計画 計画

備前 95.5 98.6 ○ 99.9 101.8 ○ 100.6 97.5 - 101.0 102.3

日生 103.2 102.8 - 103.6 97.7 - 103.5 104.4 ○ 103.7 103.2 103.0

吉永 100.5 101.4 ○ 102.4 102.3 - 102.9 100.9 - 103.1 103.2

備前 89.7 91.7 ○ 92.1 92.7 ○ 95.5 87.2 - 96.3 98.6

日生 100.1 98.6 - 100.0 92.3 - 100.3 95.9 - 79.6 100.2 100.1

吉永 100.2 100.6 ○ 102.1 102.4 ○ 102.5 98.8 - 102.8 102.8

備前 67.7 66.6 ○ 65.7 66.4 - 64.9 74.4 - 64.9 63.6

日生 52.5 54.6 - 52.6 59.9 - 52.1 56.6 - 69.7 52.2 52.4

吉永 47.0 48.5 - 48.0 48.9 - 48.0 52.0 - 48.0 48.0

備前 15.3 13.8 ○ 15.9 13.9 ○ 15.7 13.1 ○ 15.7 15.4

日生 30.2 30.1 ○ 30.5 29.4 ○ 30.8 28.6 ○ － 30.9 30.9

吉永 31.0 31.5 - 30.0 31.0 - 29.5 30.6 - 29.0 29.0

備前 70.0 70.2 ○ 72.0 69.4 - 75.0 66.6 -
上段：一般
下段：療養 77.0 80.0

日生 70.0 64.7 - 75.0 56.1 - 75.0 65.7 - 70.4 77.0 77.0

吉永 92.0 90.4 - 92.5 91.4 - 93.0 89.8 - 69.2 93.0 93.0

(2)医療機能に係る数値目標 （単位：人、件）

31年度 32年度

計画 実績 達成 計画 実績 達成 計画 実績 達成 計画 計画

備前 9.0 9.6 ○ 9.0 8.8 - 10.0 9.2 - 10.5 11.0

日生 8.0 5.9 - 8.0 6.0 - 8.0 6.0 - 8.0 8.0 8.0

吉永 23.0 21.2 - 23.0 20.8 - 23.0 21.2 - 23.0 23.0

備前 80.0 61.7 - 80.0 59.1 - 83.0 60.0 - 84.0 85.0

日生 85.0 79.7 - 85.0 77.9 - 85.0 80.1 - － 85.0 85.0

吉永 86.0 75.7 - 88.0 79.7 - 90.0 85.8 - 91.0 91.0

備前 1,600 1,645 ○ 1,600 1,496 - 1,650 1,405 - 1,670 1,700

日生 1,000 1,066 ○ 1,050 1,093 ○ 1,050 1,089 ○ － 1,100 1,100

吉永 1,250 1,189 - 1,300 1,381 〇 1,325 1,461 〇 1,350 1,350

【自己分析】

　備前病院

区　　分

区　　分

100 床 あ
たり医師
数(人)

28年度

28年度

経常収支
比率

医業収支
比率

職員給与
費比率

材料費比
率

病床利用
率

救急自動
車搬入受
入率(％)

健診件数
(件)

29年度

29年度

　30年度決算は、経常収支で3,500万円の赤字となり、財務に係る数値目標では、材料費率
のみの達成となった。患者減少の傾向が大きく、前年に比較して、入院延べ患者数では928
人（4.1％）の減、外来延べ患者数では3,642人（7.9％）の減となった。それぞれの一人一
日当たり収益は向上しているものの、入院外来合わせて3,100万円の診療収益が減少してい
る。市民に必要十分な診療を行うために何をすべきか再検討する必要がある。

　一方、月々の健康教室や、糖尿病教室等、住民に向けての啓発や、研修医の地域医療研
修をはじめ、医学部の大学生、各種医療職等の実習を積極的な受け入れは継続しており、
地域における医療の実践に取り組んでいるところである。
　改革プランの取り組み項目を始め、時代に即した病院機能のあり方を求め、些細なこと
の地道な実践により、地域で必要とされる病院としての役割を果たして行く。

30年度 全国指
標

30年度 全国指
標
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　日生病院

　吉永病院

　また、本業の入院部門については、平成30年3月に8床地域包括ケア病床に転換したが、
今後状況に応じて、増床を検討する。平成31年度の増床は行わないが、引き続き医師、看
護部、地域連携室、事務部の連携強化に努めたい。
　外来・介護部門は数年前から準備を進めてきた心臓リハビリを平成31年度中に新設し、
新たな医療ニーズを掘り起こす。通所リハビリテーションについては通所時間のバリエー
ションを増やし、入浴サービスの充実を図りたい。健診、人間ドックは引き続き受入体制
を充実し、受診者の確保に努めたい。
　一方、支出面は引き続き計画的に必要な備品を更新していき、減価償却費が適正範囲で
推移するとともに、医薬品の3病院での共同購入体制をより強化し経費の削減に努めたい。

　次年度以降も病院の本業の内容が問われる「医業収支比率」ならびに「病床利用率」
（財務）、市民の安心につながる「救急自動車搬入受入率」および予防事業の取組状態が
把握できる「健診件数」（医療機能）を重点項目として取り組んでいく。地域包括ケアシ
ステムの構築に向け、これまで以上に市内の医療機関や市長部局との連携を深めていく必
要がある。

　30年度については経常利益を計上できたものの、財務に係る数値目標の面では、医業収
支比率、職員給与費率、病床利用率が目標に対して達成できなかったが、病床利用率につ
いては回復傾向にあると考えられる。次年度からについても、病床利用率や救急自動車搬
入受入率の増加を図ることで、各種指標の改善を実施していきたい。
　一方で、健診等の積極的な受入や糖尿病教室の開催などにより地域の健康増進に貢献で
きたと考えている。また、今後の人材確保に向けて、研修医をはじめ各種医療職等の実習
についても積極的な受入れを行った。
　改革プランの取組項目の改善を図るとともに、地域の医療ニーズの把握に努め、当院が
常に心がけている「身の丈に合った診療」を実施していくことで、地域に必要とされる病
院としての役割を果たして行く。

　4年連続で経常収支は黒字を計上できたものの、医業収支では計上できなかった。昨年度
と比べ8項目中4項目で数値が改善したが、数値目標を達成できたのは1項目にとどまった。
今後、数値目標はさらに上がっていくので、目標を常に意識し、病院全体で取り組んでい
かないと達成が難しい。
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